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　長鎖アルケノン（C37­–C39 アルケノン）はハプト藻によって生成される特徴的な化合物であり、堆積物中の

アルケノン不飽和比は海洋表層水温（SST）の古水温計として利用されてきた。アルケノンを利用した古海洋

学研究は、現在の海洋において主要なアルケノン生産者であるEmiliania huxleyiやGephyrocapsa oceanicaな

どの生理的特徴に基づいて実施されている。しかしながら、これらの種の出現時期はそれぞれ約0.29 Maと約

1.85 Maと比較的若く、より古い年代を対象にアルケノン古水温計を適用するには生合成自体の進化や変化を

考慮する必要性が本来はある。近年の研究によって、後期中新世から前期鮮新世の海洋堆積物中から長鎖（C

38）アルケンジオンが検出された（Furota et al., 2016）。この化合物は、（１）長鎖アルケノンとほとんど同

じ分子構造を持っており、（２）現在のアルケン生産種や海洋表層堆積物からの検出例がなく、（３）アルケ

ノンに対する相対量は古い年代ほど多い。このことから、検出されたC38アルケンジオンは過去のアルケノン

生産種のみが生合成することができた有機分子であると現段階では解釈されている。そのため、長鎖アルケノ

ンとアルケンジオンの詳細な組成変化の解明には、アルケノン生合成経路の進化を考える上で重要な知見を提

供できる高いポテンシャルがあると期待できる。 

　長鎖アルケノンと長鎖アルケンジオンの十万年スケールの組成変化を調査するため、本研究ではIODP第

339次航海によって北東大西洋から回収された後期中新世〜更新世の半遠洋性堆積物を対象にアルケノン分析

を実施した。化合物の同定には、中極性カラム（VF-200 ms）を装着したガスクロマトグラフィー–質量分析

計（GC–MS）を使用し、定量分析にはGC–水素炎イオン化検出機（FID）を使用した。中極性カラムを用いた

GC分析は、長鎖アルケノンのピーク形状をよりシャープにし、より良い分離度を達成する方法して近年利用さ

れ始めた分析法である（Longo et al., 2013; Furota et al., 2016）。 

　分析の結果、すべての堆積物試料から長鎖アルケノンとC38アルケンジオンが検出された。興味深いこと

に、長鎖アルケノンがC37–C39の炭素数を示すのに対し、アルケンジオンはC38の炭素数しか示さな

かった。GC/MSによって得られたマスフラグメントグラムに基づくと、検出されたC38アルケンジオンはメチ

ルケトンとエチルケトンを両末端にもつ長鎖のジケトンであると解釈される。また本研究では、先行研究に

よって報告されていたC38:2アルケノンジオンに加え、世界で初めてC38:3アルケノンジオンを更新世〜後期鮮新

世の堆積物試料から検出した。 

　アルケノンに対するC38アルケノンジオンの相対量には中新世から更新世にかけて顕著に減少していく傾向

が見られた。この結果は、過去のアルケノン生産者だけがC38アルケノンジオンを生合成できたという現段階

での解釈を支持し、同時に、そのような生産種が中新世から更新世にかけて減少したこと示してる。また、C

38アルケノンジオンの不飽和比（C38:2/[C38:2 + C38:3]）はC37アルケノンの不飽和比（UK’
37）と高い相関関係

を示した（R2 = 0.85）。この結果は、C38アルケノンジオンが長鎖アルケノンの類似した機能を持つ化合物で

あり、同様の生合成経路によって生成されていたことを強く示唆する。さらに、C38アルケノンジオンの炭素

数はC37–C39アルケノンの中間に位置し、ケトン基の位置はC37–C39アルケノンのすべてと共通点をもつ。これ
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らのことから考えると、C38アルケノンジオンは長鎖アルケノンと同等の機能性および関連した生合成系経路

を有した有機化合物であり、より原始的なアルケノン生合成系経路によって合成されていたと考えることがで

きる。 
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